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１．はじめに――問題意識と目的

滋賀県は，人口比でいうとかなり多くの「日本語指

導が必要な児童」を抱えている。いくつかの市では，

重点的課題として取り組まれ，サポート体制ができあ

がっている。指導員，講座の開設，施設同士の連携な

ど，必要とされることは実施されているといえる。

こうした「日本語指導が必要な児童生徒」，つまり

外国籍の子どもたちや国際結婚家庭の子どもたちに対

する指導のあり方は，全国においては重要な教育課題

の一つとなって久しく，その対応や教育実践が取り組

まれている。しかし，その対象は「公立校」である小

学校・中学校，つまり児童・生徒に対してであって，

幼児や修学前においては十分とはいえない。実情につ

いての調査や事例研究などもすすめられているが，小

学校・中学校を対象にしたものが多く，幼児について

の研究が蓄積されていない状況にある。

筆者のひとり趙は，留学生の立場を活かして，

2014年5月から滋賀県下のＡ幼稚園で中国語支援員を

はじめた。その幼稚園で何人かの日本語がわからない

幼児たちに出会った。彼らは日本語がわからないので，

日本人の友達ができず，また幼稚園生活にもなかなか

なじめないなどの様子がよくみられた。その子どもた

ちの母親も日本語がわからないので，子どもを日本の

幼稚園に通わせるには大きなストレスを抱えてしま

い，支援員である趙に相談に来ることが何回もあった。

そこで，こうした日本語指導が必要となる幼児と

その保護者が抱えている問題を，参与観察とインタ

ビューなどの手段を通して明らかにし，子どもたちが

より楽しい幼稚園生活を過ごすことができ，保護者に

とっての問題やストレスを軽減・解消できるように，

どのようにサポートしていけばいいかを考察したいと

考えた。本論文では，趙自身が取り組んだＡ幼稚園で

の経験を，筆者ら二人で振り返り省察することを通し

て，日本語指導が必要な幼児とその保護者に求められ

る支援の質について考えていくことにした。

２．日本語指導が必要な児童生徒の状況

日本語指導が必要な児童生徒の現状

1990年5月に改定された「出入国管理法」によって，

入国する親に伴って来日する外国籍児童は増加した。

背景には，近年の国の経済発展のために，高度の専門

的な能力を有する外国人の上陸手続を一層円滑化する

などの措置を講ずることによって，外国人就労者の人

数が増えたこと，そして特に日系三世までの在留資格

が緩和され，就労が可能となったことがある。そして，

それとともに外国籍児童も増え，文部科学省2014年

の調査によると，全国の公立学校に在籍している外国

人児童生徒数は73,289 人で，2012年より1744人増

加したとのことである。

外国籍の子どもたちは大きな問題を抱えている。朝

倉隆司（2011）は，愛知県及び静岡県の一部の日系

ブラジル人の調査を通して，外国籍の子どもたちが抱

える問題をまとめている。まず，今まで生活してきた

環境や生活習慣などと違う日本に来て，「様々な生活

習慣の問題がある」，「特に食事の味，マナーがあわな

い」ということがあり，中学校では「学習内容が難しく」

なっていて「校則も厳しくなる」ので学校に適応する

が困難だということが大きな問題であるとしている。

また，ＮＧＯ団体のＣＣＳは外国にルーツを持つ子

どもの抱えている問題について，次の５点にまとめて

いる。

１.�日本語習得の困難さ：話す聞く，読む書く等の日

本語力習得が上学年ほど困難になっている。　

２.�教科学習習得の困難さ：国語科はもちろん算数科

社会科理科などの基礎的学習についていけない。

３.�高校進学の壁：学力がともなわないため，高校進

学が大きな壁となっている。

４.日本の学校文化への適応の困難さ

５.�情報不足と情報伝達ツールの不慣れ：さまざまな

伝達がＨＰ，SNSを通して行われるが，それにア

クセスできず，また読み取ることに困難を抱える。
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Ａ幼稚園の日本語指導が必要な幼児の現状

2014 ～ 15年現在，滋賀県下のＡ幼稚園に日本語指

導が必要な幼児が５名いる。その中，中国にかかわる

幼児が４名である。

そして本研究では，その4名のうちの１名「Ｄちゃ

ん」を観察対象にした。2014年５月に三歳で入園し，

年少クラス，そして年中クラスの12月になるまでの一

年と八ヶ月の間，入園当初から関わり続けられたから

である。

四人は，以下のようである。

・�Bさんは三歳児で2014年の10月に来日した。

そして，当時日本語が全く話せなかった。両親

は中国人である。父親の仕事の関係で来日した

が。帰国予定の見通しがある。

・�CさんはBさんと同じ三歳児で，日本語も中国

語も話せない。父親は日本人で，母親は中国人

である。そして，発達の遅れがある。

滋賀県においても同様な状況である。公立の小学校，

中学校，高等学校，中等教育学校，特別支援学校に

通っている日本語指導が必要な外国籍児童生徒の人数

は972名で，日本語指導が必要な日本国籍の児童生徒

の人数は89名いる。また，Ｐ市教育委員会のデータに

よると，現在Ｐ市の幼稚園・こども園・保育所，公立

小，中学校に通っている外国籍児童生徒は65名いて，

その中に日本語指導が必要な子どもは，37名になると

いう。

支援については，滋賀県教育委員会が具体的に取り

組む内容は大きく分けて２つある。一つ目は運営協議

会の設置・開催で，二つ目は連絡協議会の開催である。

そして，Ｐ市教育委員会は県教育委員会と足並を揃え

た上で，県庁の機関や外部の関係機関と連携しながら

Ｐ市内の各公立幼稚園，小，中学校に「日本語学習支

援員」と「母国語の支援員」を派遣しているなどの措

置を講じている。

表１　研究対象・Ｄちゃんの概要

	 研究校	 A幼稚園

	 研究期間	 2014年5月8日～ 2015年12月（週1日　3 ～ 5時間）

	 対象児	 Dちゃん

	 研究方法	� 参与しながら観察する。関わりの後でフィールドノートをつける。また，ノートにつけていない

部分を担任の先生にインタビューをする。

	 事例概要	� 最初Dちゃんと出会った時，彼女は場所にもかかわらず防災頭巾を抱きしめていた。そして，彼

女は入園する当初日本語が全く分からない状態だったが，年少組から卒業するとき日本語がずい

ぶん上達した。また，６月に日本人の友達ができ，二人はジエスチャーで交流することが多かった。

図１　日本語指導が必要な子どもの就学をサポートする体制と手立て（Ｐ市）
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慎重に見ることから，彼女はまだ不安で強い警戒心を

持っていることが分かった。どの場所へも抱きしめた

防災頭巾であるが，これは家から持ってきたもので，

さらにその上のワッペンはおばあちゃんが手作りして

あげたもので，それを抱きしめると，家族がそばにい

るようでより安心できたのだろう。

また，年中組になってから，Ｄちゃんの口から「ママ，

しんぱい」という話がよく聞こえるようになった。し

かし，「なんでママを心配するの，ママはどうしたの？」

と聞いても，返事が来ない。また，お母さんではなく

お父さんが迎えに来ると，いつも嫌な顔をしていて，

お父さんと一緒に帰りたくなかったみたいであった。

その後のある日，偶然に幼稚園に朝遅刻したDちゃん

とお母さんの会話を聞いた。お母さんを家に帰らせ

たくなかったDちゃんがぐずったのに対し，お母さん

は「もしDちゃんがママのいうことを聞かなかったら，

ママひとりで中国に帰るわ」などと叱っていた。それ

を聞いてDちゃんは「いやだ，いやだ！」を言って，

ママの手をさらに放そうとはしなかった。それで，私

はお母さんの少し脅迫めいた，言うことを聞かせよう

とする発言と，Dちゃんの「ママ，しんぱい」の理由

と何か関係があるのではないかと考えた。

（２）日本語力のなさから生まれる困難

秋には，幼稚園では「どんぐり」が流行っていた。

ある日，同じクラスのこうきさんが，拾ってきたどん

ぐりをペットボトルに入れ，それを振りながら「ど

んぐりコロコロ」を歌っていた。Dちゃんはそのシー

ンを見て真似をしようとしていたが，歌詞が覚えられ

ないので，あきらめた。がっかりした表情だった。日

本人の子どもは先生の歌を何回か聞いたら歌詞が何と

なく覚えられるのに対して，日本語指導が必要な子ど

もはなかなか歌詞を理解できず，覚えられない傾向が

あった。また，それ以外，絵本を読む時間や大事な知

らせを知らせる時間も，日本語指導が必要な幼児たち

はしっかり絵本を聞けなかったり，教室から逃げ出し

たりすることもあった。

日本語がわからないので，先生が何を言っているか

わからない，また，絵本を読んでもらっても，いっ

しょに笑えない，何が楽しいかもわからない。自分の

思いを相手にうまく伝えられなくて，イライラする気

持ち・・・やりたいことがあるのに，できないときの

がっかりする気持ち・・・がいつも見られた。日本語

力のなさで生活中にたくさんの困難を抱えている。

（３）見てほしい，ほめてほしい

Ｄちゃんのクラスに，担任先生の二人と支援員の趙

を含めて三人の大人がいる。彼女は何かができると，

必ず私たち三人の先生それぞれの場所に行って見せて

くれる。そして，お友達と行動するよりも，先生と一

・�Dちゃんは現在四歳児である。三歳入園した当

初，日本語が全く話せなかった。父親は日本人

で，母親は中国人である。

・�Eさんは現在Dちゃんと同じクラスにいて，４

歳児である。父親は日本人で母親は中国人であ

る。日本語の支援が必要ではない程度に話せ

る。

３．�Dちゃんについての事例研究―子どもが抱えてい

る問題及びその支援

概要と研究方法

最初Dちゃんと出会った時，彼女は場所にかかわら

ずいつも防災頭巾を胸に抱きしめて動いていた。日本

語が全く分からないので，筆者・趙とは中国語で話す

ことが比較的多かった。

彼女は2014年６月には日本語がまだしゃべれな

かったが，日本人の友達が一人でき，先生が話すとき

も，その友達と二人でいたずらをすることがよく見ら

れた。2014年7月頃には，中国語出来るEさんと友達

になり，Eさんの行動を真似することがよく見られた。

日本語が少しできるＥさんがパイプ役，守るクッショ

ンとなっていた。そうしたこともあって，年少組か

ら卒業する頃にはＤちゃんは日本語がずいぶん上達し

た。2015年12月現在，普通のコミュニケーションが

取れるぐらいになっているが，2015年7月の中旬から

母親とともに中国に２ヶ月ほど帰り，９月日本に戻っ

てから中国語が大爆発するかのように使っていたし，

また情緒が不安定になったこともあった。

研究方法は，参与しながら観察するエスノグラ

フィーを選択した。毎回関わりの後でフィールドノー

ツをつける。また，観察ではわからない部分をクラス

の先生にインタビューすることにした。

Dちゃんの言動から抱えている問題を見る

以下，保育参加中に見えてきたDちゃんの言動，ま

たその言動から推測した彼女が抱えている問題につい

て述べていく。

（１）大きな不安を抱える

初めてDちゃんと出会った時，彼女は背中にカバン

を負い，両手で自分の防災頭巾を抱きしめ，お母さん

が帰った方向をガラスドアからじっと見ていた。そし

て，中国語で声をかけていくと，彼女は極めて慎重に，

不安そうに見返していた。また，どの場所に行っても

防災頭巾を抱きしめたままであった。かばんを背負っ

てじっとお母さんが帰った方向を見ていたというのは

彼女も早く帰りたい，幼稚園にいたくないということ

が想像できる。また，背中にはかばんを背負い，胸に

は防災頭巾抱える，身の周りをもので隠すことや私を
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まれる困難も次第に少なくできるだろうと思う。

（３）見てほしい，ほめてほしい

お母さんが家であまりＤちゃんをほめてあげないこ

とについて，担任の先生がＤちゃんのお母さんと懇談

する時，母国語支援員として間に入って，先生の話及

びその願いをお母さんに中国語で伝えた。お母さんの

態度や言葉は，少しずつ変化していった。支援員とし

てDちゃんと関わる時よくほめてあげているが，これ

からも表面的なことではなく，彼女らしさをしっかり

と見つけてもっと温かくもっとほめてあげるつもり

だ。

事例の考察

Ｄちゃんの「見てほしい，ほめてほしい」，「ママ，

しんぱい」の問題を書く時，Ｄちゃんのお母さんの様

子も少し紹介した。一見，お母さんがあまりＤちゃ

んのことをほめてあげてなかったり，Ｄちゃんよりも

携帯をよく見ていたりするなどあまりよくない行動を

取っているように見えたが，それもお母さんなりの理

由があるのではないかと考える。Ｄちゃんのお母さん

の付き合いから，Ｄちゃんのお母さんは時々Ｄちゃん

に対して少し怒りっぽいけれども，むしろ非常にさっ

ぱりした正直な人だと理解できる。また，日常の会話

からもＤちゃんへの愛や誇りがよく感じ取れる。それ

なのに，送りや迎えに来るとき，よく携帯を見るのは

お母さん自身が寂しいからのではないかと考えるよう

になった。

お母さんは日本語が分からないので，先生やほかの

保護者とコミュニケーションをしようとしても，でき

ない。それで，携帯を通して遠方にいる中国人の友達

と交流するしかできないのではないか，そうして寂し

さを紛らわせているのではと考える。お母さんもたく

さんの悩みを抱えているのが見て取れるようになっ

た。そこで，次章でお母さんの悩みやストレスについ

て明らかにしたい。

４．Dちゃんのお母さんが抱えている問題

お母さんへのインタビューの概要及びその結果

お母さんに対して，インタビュー調査を行った。質

問の主な内容は，毎日の生活と日本文化理解について，

育児の悩みについて，子どもが家にいるときの様子に

ついて，現在抱えているストレスについて，これら4

つの部分で構成される。半構造化インタビュー法をと

り，話の内容をキーワードを選び，分類することによっ

て，内容を整理し，理解することにした。その結果は

下記の通りである.

Dちゃんのお母さんは中国のハルビンの出身で今年

41歳である。2008年1月に来日した。来日してからし

緒に行動することが多かった。また，園庭で何かを見

つけると，大声で「先生，見てみて！」と叫ぶ・・・

ほめてあげると，すごくうれしそうな顔をし，もっと

頑張る姿が見える。Dちゃんのこのような行為につい

てクラスの二人の先生と相談すると，Dちゃんが大人

に見てほしい，ほめてほしいと思っていると同じ意見

になった。また，Dちゃんのお母さんは迎えに来る時，

よく携帯を見ていたことに担任の先生が気づいた。ほ

めることについてお母さんに聞くと，家であまりほめ

てあげないということも分かった。お母さんに見られ

ること，受け止めてもらえることが少なく，ほめられ

ことも少ないことが，こうした行動になっているとい

える。

Dちゃんを支援する

以下ではDちゃんに対する支援，また可能な提案を

述べていく。

（１）「大きな不安を抱える」を支援する

遊びに夢中になると不安をあまり感じなくなること

に気づいて，防災頭巾を抱きしめていた時期のDちゃ

んにできるだけ遊びを誘うことにした。また，最初距

離を縮めるために私は中国語で声をかけた。それから，

彼女の時々「ママは？」の質問に対して，「お母さん

は今Dちゃんのために何かをしている」というように，

Dちゃんのためにママは何かしていると話して，安心

させる答えを返した。それで，Dちゃんはだんだん落

ち着いてきて，６月にはようやく防災頭巾を持つこと

はなくなった。

また，お母さんが中国へ帰ってしまって一人残され

るのではという漠然とした心配を抱えていた「ママ，

しんぱい」のDちゃんに対して，まず担任の先生に自

分が聞いた話や推測した理由を話し相談した。そして，

担任の先生を通して，懇談会の時にお母さんに「ママ，

中国に帰るからねえ」というような発言をできるだけ

やめてもらいたいとお願いをすることになった。その

後，幼稚園でDちゃんのその発言「ママ，しんぱい」

を聞くことは少なくなっていった。

（２）言葉の習得へ

Ｄちゃんの歌詞がわからない，覚えられないことに

ついて，私はいい対策が思い浮かばなかった。しかし，

偶然にデジタル絵本の話を聞いて少し調べてみた。そ

して，カラオケで歌う時のような文字追い機能がつい

ているデジタル絵本を体験した子どものよめるひらが

なの文字数は体験以前に比べて，平均で3文字増加し

たという研究結果を見つけた。つまり，そのようなデ

ジタル絵本や歌うときデジタル歌詞を使うと，外国人

の子どもにもよりたくさんの日本語が習得できるだろ

うと考える。そうすると，彼らの日本語力のなさで生
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室に２回を通ったと答えた。だから，日本語力もあま

り高くないと見られる。そして，普段のコミュニケー

ションでは単語しかしゃべれなくて文法は全くできな

いので，たとえ何かを言おうとしても，自分の気持ち

を日本語でうまく表現できないという。それから，D

ちゃんとのやり取りも日本語と中国語を混ぜて話して

いて，時々 Dちゃんに日本語のミスを指摘されている

という。

（３）見てほしい，ほめてほしいことの背景

上記ではDちゃんを甘やかすお父さんと違って，お

母さんは厳しいほうだと紹介した。そして，お母さん

は我慢できない欠点があるので，Dちゃんが大きな誤

りを犯したとき，時々手を出す時もあったと言ってい

た。また，現在Dちゃんをよく褒めるようにしている

が，それは先生に言われてからするようになったとい

う。それから，Dちゃんは休みの時お母さんと遊ぶよ

りお父さんの方とよく遊んでいるという。もちろんお

母さんも遊んであげているが，その時間はお父さんと

比べたら少ないということが分かった。

お母さんが抱えている問題

インタビューを通してお母さんが抱えている問題を

まとめていきたい。

（１）�日本語を勉強しようとしても，勉強の場が整っ

ていない

インタビューの概要のところでDちゃんのお母さん

はほとんど日本語の勉強をしたことがないので，日本

人とうまくコミュニケーションがとれないという話を

紹介した。実は，私が今まで接した中国人のお母さん

たちの大半は日本語の悩みを抱えている。あるお母さ

んから，もし我々のようなお母さんたちを対象にする

日本語教室があればいいなぁという願いを聞いた。そ

して，そのことを市教育委員会の先生に伝えて，先生

も一所懸命探していたが，結局お母さんたちの条件に

あう日本語教室を見つけられなかった。ちなみに，お

母さんたちは平日子どもを幼稚園に預けてから時間が

空いているということなのに，教育委員会の先生が見

つけてくれた日本語教室は土曜日の夕方に授業が行わ

れている。お母さんたちはその時間帯はとても忙しい

もので，参加できないということだった。

（２）日本社会・文化に入り切れない

Dちゃんのお母さんは日本人と結婚したと言って

も，日本語がわからないので日本人とうまくコミュニ

ケーションを取れない。また，日本人の友達が３，４

人いるが，あまり連絡しないと答えた。食事の面でも，

日本料理より中国料理のほうがおいしいと思ってい

て，家でほとんど中国料理を作っているという。

ばらく工場で働いて妊娠したあと仕事を辞めて，今は

専業主婦である。インタビューを通して，Dちゃんの

お母さんはほとんど日本の生活に慣れたが，日本語が

話せないので家族を含む日本人とうまくコミュニケー

ションをとれないという。また日本の食事にもまだ慣

れていないと分かった。また，お母さんは日本語の勉

強をしたことがほとんどなく，簡単な単語が分かるが，

文法は全く分からないということが分かった。さらに，

日本語がうまくできなくて，夫と夫のお母さんと矛盾

を生じるので，将来中国に帰るつもりだと言っていた。

一方，Dちゃんのお母さんはたくさんの友達がいる

ということが分かった。そして，ストレスを感じる時，

自分の家や友達の家に行ってお酒を飲んだり，一人で

ドライブをしたり過ごしていると答えた。育児の悩み

として，お母さんは時々 Dちゃんの心理を理解するこ

とができないと話してくれた。また，育児の悩みの相

談相手を聞くと，中国にいる自分の母親また中国人の

友達をあげた。

最後，子どもが家にいる時の様子を質問すると，D

ちゃんは家でよくお父さんと一緒に遊ぶと答えた。ま

た，担任の先生に言われてからDちゃんをよく褒める

ようにしていると分かった。

「お母さん」の存在と家族

第2章第2節に現在Dちゃんが抱えている問題につい

て述べた。ここで，子どもが抱えているそれらの問題

を，お母さんのインタビューの結果と統合してお母さ

んに由来すること，またその家庭背景を探っていく。

（１）大きな不安を抱えている背景

「毎日の生活と日本文化理解について」の質問部分

では，お父さんが子どもを甘やかすのに対してお母さ

んは厳しいほうで，そして，家でお母さんとお父さん

は日頃Dちゃんの教育問題をめぐってよく口喧嘩をし

ていると言っていた。そして，日本語が殆どわからな

いので，家族を含む日本人とうまくコミュニケーショ

ンができなく，何かつらいことがあっても自分の気持

ちをうまく表現できないという，大きなストレスを

抱えていることが分かった。また，「普段，ストレス

をどうやって発散しますか」と質問すると，ストレス

と感じるとき家族に相談せず一人でお酒を飲んだりド

ライブをしたりしているという。そして，将来の予定

については，日本語がわからなく人とうまくコミュニ

ケーションがとれないので，中国に帰るつもりだと答

えた。

（２）日本語力のなさから生まれる困難の背景

日本語に関して質問したところ，Dちゃんのお母さ

んは日本に来る直前中国で1か月間日本語勉強をして

いた，また日本に来てから国際協会が開いた日本語教
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意識的な言動はもちろん，無意識的な言動も，子ども

は直観的に理解し，そのまま受け止めると考えられる

ので，子どもに対しては，親であろうが教師であろう

が慎重な言動をとるべきだと考えた。

また，お母さんが抱えている問題について述べた。

インタビューを通して，お母さんたちが育児の悩みを

抱えている以外，日本社会への適応にもストレスを感

じていることが分かった。子どもたちが抱えている問

題をお母さんへのインタビューを通して分かったこと

と結びつけて，その問題の家庭的な原因を探った。す

ると，子どもたちが抱えている問題はすべてお母さん

や家庭に原因が見つけられ，お母さんや家庭が子ども

に大きな影響を与えていることを改めて認識した。ゆ

えに，今後子どもがより安心して楽しく日本で生活い

ていけるためには，お母さんや家庭への支援もしなけ

ればならないと考える。

ところで，お母さんへの支援について充分に述べる

ことができなかった。それは一人の力ではできないも

のだと考えるからだ。お母さんを支援するためには家

庭，学校（幼稚園），社会の三者の連携が必要だと考

える。現在の三者連携がまだ不十分な状況の下，何が

できるだろうか。

今，私が考えるお母さんにとっての一番有意義な支

援の仕方は，できる限り子どもの取り組んでいる活動

にお母さんを参加させるという方法である。１２月に

終わった音楽会を例にする。発表会で子どもは普段

歌っている歌だけではなく，三種類の楽器を使って「あ

わてんぼうのサンタクロース」を演奏した。そのこと

をお母さんに事前に知らせて，子どもと一緒に歌詞の

意味を調べたり歌の練習をしたりしてもらう。そのこ

とは日本語の勉強にもなるだろうと考える。また，こ

の行事を通して，日本の学校文化への理解も深まるだ

ろう。さらに，子どもと交流し日本の学校文化を理解

することを通して，子どもや学校の先生，ほかの保護

者と話題を持つようになり，距離が縮まる。そうする

ことで自分の悩みをより少なくさせ，かつ具体的にな

るのではないかと私は思う。もちろん，この方法は言

葉にすると簡単だが，家事やほかのことで忙しいお母

さんを子どもの活動に参加させる動機付けることや，

幼稚園（塾，水泳教室など）の許可を得るのが難しい

ので，それを含めてお母さんへの支援が今後の課題に

なると考える。

私が今回の研究を通して大切だと思うことに，以下

のような四点が挙げられる。

一つ目は，教師や廻りの大人に求められる「子ども

理解」についてである。今までの大学の授業でもその

言葉を何回か聞いたことがあるが，実際にその姿勢・

態度を確実に実践することは初めてである。今回のこ

の小さな実践を通して，子どもの言動には意味がある

ことが理解できたし，また，彼らに心を傾けて支援す

また，幼稚園のＰＴＡに関して，中国の学校にはそ

ういう組織がないので，その役割また運営の仕方に

ついてDちゃんのお母さんは全く分からない様子だっ

た。一方，幼稚園の先生から聞いたところによると，

外国人だといっても，日本語がわかないといっても，

役員の免除をすることができなく，お母さんもやらな

ければならないとのことだった。その情報を伝えたら，

お母さんは非常に困る表情だったが，頑張ってやると

言っていた。

（３）�身近に育児の問題・生活の悩みを相談する人が

いない

「育児の悩みや問題があるとき，だれに聞いたり相

談したりしますか」の質問に対して，Ｄちゃんのお母

さんは中国にいる自分の親また中国の友達に相談する

と答えた。日本語が話せずわからないために，何かが

あっても身近にいる主人，Ｄちゃんのお婆さん，幼稚

園の先生などに相談することもできず，遠く中国にい

る人や中国人の友達にしか助けを求められていないと

いうことが分かった。それでも，子どもが問題が起こ

した時，その詳しい前後の状況をお母さんが言葉だけ

で説明しても，中国人の友達に分かってもらうことが

できず，日中教育の制度上ならびに実情の差異もあっ

て，Ｄちゃんにとって一番いい方法の提案を見いだせ

ないでいるようだった。

普通，日本人のお母さんだったら何かがあるとき周

りにいる友達や専門機関に聞いたり相談したりするこ

とができるが，Ｄちゃんのお母さんは外国人なので，

日本語が分からなかったり日本の文化に入りきれな

かったりなどの理由でなかなか相談に行くことができ

ないでいる。

５．総合考察

本論文では，まず日本語指導が必要な児童生徒の現

状を日本全国，滋賀県，Ｐ市，A幼稚園の順でまとめた。

そして，先行研究を通して，現在日本の学校に在籍し

ている日本語指導が必要な児童生徒が様々な大きな問

題を抱えていて，彼らが日本の学校生活・社会に馴染

めるために，支援が必要だということが分かった。

次に，私が幼稚園で参与観察をしながら，交流の中

で見つけた問題及びその支援について述べた。入園し

たばかりの子どもは誰でも不安を感じるが，日本語が

分からない彼らにとってはなおさらだと考える。また，

入園する当初彼らは日本語力がないので，先生や友達

の話の意味が理解できず，人に自分の思いを伝えるこ

ともできず，幼稚園生活が十分に楽しめない日々であ

ると見られた。それから，子どもの言動にはその背景

があると言われているとおりなのだが，彼らと関わり

ながらその言動の意味も追求してきた。それで，私は

子どもが本当に単純で無邪気だと感じた。我々大人の
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最後四つ目に，外国にルーツを持つ人々がより安心

して楽しく日本で生活できるためには，偏見がなく温

かく，受容度が高い社会を作ることの大切さである。

特に，行政機関の連携がまだ整っていない現在，共

生する社会を目指して一人ひとりがお互いに思いやっ

て，努力すべきだと考える。
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図２　学習活動へのお母さんの参加が持つ意味

日本語：歌詞の意味を調べたり，

子どもと一緒に歌ったりすること

で日本語の勉強になる。

学校・文化：日本の学校が取り

組んでいる活動及びその文化歴

史を知ることができる。

悩み：子どもと一緒に取り組みながら，二

人の距離を縮めることができ，さらに日本

の文化も知ることができるので，悩み事は

以前より具体的になりが，数的には少なく

なるだろう。

先生，保護者との関係：，先生やほかの保護

者と交流の話題を持つようになった。また何

かわからないことや悩みがある時，先生やほ

かの保護者に聞くことができ，それとともに

距離も縮まるだろう。

お母さんも参加

する

子どもの取り組んで

いる活動（音楽会）


